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関数/(″ )(″ は実数)の最大最小を調べるには「微分してグラフを書く」というのが定番の手法でした

が,関数 /(π)(π は整数)の場合は,ち ょっと無理です 整数がトビトビに存在しているからです(整数

の離散性)このような関数 (離散的関数といいます)の最大最小は理想的な状態をイメージして考えます

例えば,/(1)～/(7)の 中で/(3)が最大だとしましょう。/(3)が最大である理想的な状態は
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まさに,2鴨 6,

比の値と 1と の大小比較

/(1)</(2)</(3)>/(4)>/(5)>/(6)>/(7)… (※ )

です このとき,2項間の比と差を計算してみると,

/(2)一 /(1)
/(3)一 /(2)>1
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最大値ノ(3)の 前後で比の値が 1よ り大から小に入

れ代わっています

Pointく (離散型関数の最大最小の求め方

最大値/(3)の前後で差が正から負に入れ代わって

います

以上のことから,比や差の入れ代わ りの様子がわ

かれば,大小関係が分かります つまり,今は上の

大小関係 (※ )を 見ながら比や差を調べましたが ,

逆に,比や差の様子から,も との大小関係を復元し

ていくのです
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が1よ り大か小かの境詢 ,ま た

は,「差/(た +1)一 /(力)が正か負かの境目」に注目する この境日で何かが起こっているので,その

様子から元の大小関係を復元していく

″注 言うまでもなく,「比が 1よ り大か小か」と「差が正か負か」は全く同じことです.

器
>1 ⇔  /(た +1)>/(力) ⇔  ノ(た +1)一 /(た)>0

だからです なお,こ のことが言えるためには /(た)>0で なければなりませんが,ほ ぼ間違いなく

/(た)>0なので気にする必要はありません

の注 「境目を調べれば良いのは分かるが,境目が2箇所以上あった場合はどうするのか」という心配が

あると思いますが,安心してください 私の経験上,こ のタイプの問題は大抵境目が 1箇所しかありませ
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を調べるかは問題文で指定されています 指定が

なければどちらでやってもかまいません どちらでやっても同じなので,好きな方,計算しやすい方でやっ

て
111は負保合1曾[ii[Tfi:IIiE象ぁ1:|:11:量λ脅11麓lilます
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例題 1 (2π +υ )10の展開式における″10々υたの係数を/(た)で表す

ただし,た =0,1,2,… ,10と する./(た )の最大値はいくらか

C)(比に注目する方法)

_10Cた .1・ 210(た +1)
~  10Cた

。210~々
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(た +1)!(9-力 )!

10!

!々(10-λ )!

!々(10-た )! 1

2さ́に (力 +1)!(9-力 )!
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このことか ら,
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た=0の とき,/(1)>1←⇒ /(0)</(1)

た=1の とき,手:3>1←
⇒ /(1)<F(2)

た=2の とき,3>1⇔ /(2)く /(3)

た=3の とき,ぉ
 
く(1~/8)>ノ (4)

た=4の とき,/(5)<1⇔ /(4)>/(5)

=々9の とき,/(10)<1⇔ ノ(9)>/(10)
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考え方 二項定理で展開すると(2″ +υ)10=Σ 10Cた (2″ )10たυたとなるので,メ 0々υたの係数/(々 )

=々0
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に注目して考えます .

0 (差 に注目する方法 )

/(々 +1)― /(た )

=10Cた +1・ 210(ん
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したがって,f(た +1)一 /(力)>0と なるとき,

(10-た)-2(た +1)>0よ り, <々:
よって,0≦ 力≦2の とき,/(力 +1)一 /(た)>0
逆に,3≦ λ≦9の とき,ノ(々 +1)一 /(λ)<0.
このことから,

た=0のとき,/(1)一ノ(0)>0-/(0)</(1)
た=1の とき,ノ(2)―/(1)>0-ノ (1)</(2)

=々2のとき,/(3)一/(2)>0-/(2)<ノ (3)
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猟た=3のとき,/(4)一ノ(3)

力=4の とき,ノ(5)一 /(4)

<0←⇒ /(3)>/(4)

<0←⇒ /(4)>/(5)

=々9のとき,メ(10)一 /(9)<0-/(9)>/(10)

したがって
,

ノ(1)<ノ(2)</(3)>/(4)>ノ(5)> >/(10)

となるので,/(3)が最大となる
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珍注 以上,2つ の C)を比較してどうでしょ

)う か 最初に述べたように,僕は比に注目するほう

が好きです (皆 さんもそう思いませんか)。 なお,も

ともとの問題では,差に注目するように指示されて

いましたトホー ″ち雛瑚α「
イ々 7ぜり″…


